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1. 平成29年9月期の連結業績（平成28年10月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年9月期 60,482 14.8 7,591 22.0 7,809 18.5 4,663 17.6

28年9月期 52,703 16.6 6,224 13.5 6,589 22.9 3,966 83.4

（注）包括利益 29年9月期　　6,196百万円 （165.3％） 28年9月期　　2,335百万円 （△20.2％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年9月期 101.17 ― 12.3 13.4 12.6

28年9月期 92.32 ― 13.9 14.3 11.8

（参考） 持分法投資損益 29年9月期 △26百万円 28年9月期 △67百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年9月期 64,345 44,862 65.0 906.64

28年9月期 52,530 34,364 64.3 757.73

（参考） 自己資本 29年9月期 41,818百万円 28年9月期 33,801百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年9月期 7,835 △3,726 2,005 23,097

28年9月期 5,186 △1,315 △2,515 16,607

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年9月期 ― 10.00 ― 15.00 25.00 1,122 27.1 3.3

29年9月期 ― 10.00 ― 20.00 30.00 1,385 29.7 3.6

30年9月期(予想) ― 12.00 ― 13.00 25.00 ―

平成28年９月期第２四半期末配当金の内訳　　普通配当８円00銭　記念配当２円00銭　（創立25周年記念配当）

平成28年９月期期末配当金の内訳　　　　　　　普通配当10円00銭　特別配当５円00銭

平成29年９月期期末配当金の内訳　　　　　　　普通配当12円00銭　特別配当８円00銭

3. 平成30年 9月期の連結業績予想（平成29年10月 1日～平成30年 9月30日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 66,000 109.1 6,850 90.2 7,000 89.6 4,200 90.1 91.06



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　有

新規 1 社 （社名）
上海華新生物高技術有限公
司

、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年9月期 46,311,389 株 28年9月期 46,311,389 株

② 期末自己株式数 29年9月期 186,899 株 28年9月期 1,703,017 株

③ 期中平均株式数 29年9月期 46,099,267 株 28年9月期 42,965,500 株

(注)期末自己株式数には持株会信託が所有している当社株式数が平成28年９月期には136,600株、平成29年９月期には47,600株が含まれています。

（参考）個別業績の概要

平成29年9月期の個別業績（平成28年10月1日～平成29年9月30日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年9月期 3,949 18.2 2,757 22.6 2,813 27.5 2,118 △10.9

28年9月期 3,340 △44.0 2,249 196.0 2,206 133.2 2,375 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

29年9月期 45.94 ―

28年9月期 55.30 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年9月期 37,517 33,156 88.4 718.84

28年9月期 36,889 29,780 80.7 667.60

（参考） 自己資本 29年9月期 33,156百万円 28年9月期 29,780百万円

※決算短信は監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、
添付資料２ページ「１.経営成績等の概況」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

前連結会計年度
（平成28年９月）

当連結会計年度
（平成29年９月）

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

売上高 52,703 100 60,482 100 7,778 14.8

営業利益 6,224 11.8 7,591 12.6 1,366 22.0

経常利益 6,589 12.5 7,809 12.9 1,220 18.5

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,966 7.5 4,663 7.7 697 17.6

１株当たり

当期純利益(円)
92.31 ― 101.17 ― ― ―

①当期の経営成績

当社グループの連結業績に影響を与える医薬品・医療機器業界は、薬価改定、ジェネリック医薬品の台頭、新薬開

発コストの増加等の外部環境変化の中で、日本発の医薬品・医療機器の開発推進という政府方針のもと、癌・中枢神

経や難病・希少疾患の分野を新薬開発の成長分野として、積極的な事業活動を続けています。

一方、医薬品・医療機器開発から市販後調査にいたるアウトソース市場は、顧客である製薬企業・医療機器企業の

競争力強化に向けた開発期間短縮と開発コスト抑制の方針に応えるべく、引合いは引き続き旺盛であり、国内・グロ

ーバルいずれも拡大傾向にありますが、同時にサービスの一層の高品質化・効率化が求められています。

このような環境のもと、当社グループが展開するＣＲＯ（医薬品開発業務受託機関）、ＳＭＯ（治験施設支援機

関）、ＣＳＯ（医薬品販売業務受託機関)の国内３セグメントでは、顧客のニーズや規制の変化及び革新の方向性を敏

感に捉え、高い業務効率維持と高品質サービス提供の両立を図るべく、組織強化を進めてきました。また、海外セグ

メントでは、Global Research事業においては、グローバル製薬企業に対する営業強化、また、益新事業においては、

ヘルスケア産業の専門商社として営業基盤確立に取組んできました。

この結果、当期における当社グループ全体の業績は、連結売上高は60,482百万円（前期比14.8％増）、連結営業利

益は7,591百万円（同22.0％増）、連結経常利益は7,809百万円（同18.5％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は

4,663百万円（同17.6％増）と計画値を上回り、かつ過去最高を更新しました。

　

事業セグメント別内訳は次の通りです。
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セグメントの状況

当社グループは主として以下の５セグメント（国内３、海外２）にて事業を展開しております。

前連結会計年度
（平成28年９月）

当連結会計年度
（平成29年９月）

増減

百万円 百万円 百万円

国内事業

ＣＲＯ

売上高 28,447 30,004 1,557

営業利益 5,979 6,653 674

ＳＭＯ

売上高 10,961 14,016 3,055

営業利益 610 1,698 1,087

ＣＳＯ

売上高 7,509 8,303 793

営業利益 426 486 59

海外事業

Global
Research

売上高 4,060 4,816 756

営業利益又は
営業損失（△）

183 △536 △720

益新

売上高 3,957 6,199 2,241

営業利益又は
営業損失（△）

△31 251 283

　

① ＣＲＯ事業

ＣＲＯ事業は以下の体制にて展開しています。

(ア) 治験・ＰＭＳ（製造販売後調査）等業務受託：イーピーエス㈱、㈱ＥＰＳアソシエイト

(イ) 派遣型ＣＲＯ業務：㈱イーピーメイト

(ウ) 医薬・医療系ＩＴ関連業務：イートライアル㈱

(エ) 臨床研究業務：ＥＰクルーズ㈱（平成29年４月１日付、ＥＰＩ㈱とジェイクルーズ㈱が合併）

　

業務別でみると、治験業務は、プロジェクトマネジメントの強化、及びモニタリング業務とデータマネジメント業

務の管理体制一元化の推進等を進めることで売上高、営業利益ともに計画を超過しました。ＰＭＳ業務等についても、

組織体制の強化及び原価管理の徹底により売上高、営業利益ともに計画を超過しました。

派遣型ＣＲＯ業務は、リソース確保の遅れにより売上高は計画未達となりましたが、営業利益は原価の適正管理に

より計画を超過しました。医薬・医療系ＩＴ関連業務については、売上高、営業利益ともに計画を超過しました。臨

床研究業務については、受託プロジェクトの好進捗により売上高、営業利益ともに計画を超過しました。

その結果、ＣＲＯ事業における売上高は、前年同期と比較して1,557百万円増の30,004百万円（5.5％増）となり、

営業利益は、前年同期と比較して674百万円増の6,653百万円（11.3％増）となりました。

② ＳＭＯ事業

ＳＭＯ事業は、主に㈱ＥＰ綜合及び㈱綜合臨床メデフィにおいて展開しています。

同事業では、旧綜合臨床グループとの統合シナジーを発揮できる経営体制の整備、及びプロジェクト管理体制の強

化を行ったこと等により、症例の登録が好調に推移しました。なお、同グループとの統合は前第２四半期に行われた

ため、前期実績における統合効果は９ヶ月分でしたが、当期実績においては通期分の統合効果が反映され、大きな増

収要因となっております。

この結果、売上高は前年同期と比較して3,055百万円増の14,016百万円（27.9％増）と大幅な増収となりました。営

業利益につきましても、統合による増益効果がのれん償却負担を上回り、また収益性の向上により、前年同期と比較

して1,087百万円増の1,698百万円（178.1％増）と大幅な増益となりました。

決算短信（宝印刷） 2017年11月07日 12時55分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



ＥＰＳホールディングス㈱(4282) 平成29年９月期 決算短信

― 4 ―

③ ＣＳＯ事業

ＣＳＯ事業は、㈱ＥＰファーマラインで展開しています。

医薬向けＣＭＲ（Contract Medical Representatives:医薬情報担当者）部門は営業強化により新規取引先が増加傾

向にあるものの、外資系製薬企業におけるＭＲ削減の方針により、大幅な減収となりました。医薬向けコールセンタ

ー部門では、製薬企業のＭＲの営業手法が変化している中、ＭＲダイレクト（ＭＲ有資格者による電話を主体とした

ディテーリング）、マルチチャンネルによるｅディテーリングサービス、及びＢＣＰ（事業継続計画）対応業務等が

堅調に推移し売上増加となりました。

ＰＭＳ部門においては、地域密着型モニタリングＭＲの大型案件の稼動と、ＢＰＯ業務の堅調により、前年同期と

比較して売上高が大幅に伸張しました。また、医療機器部門においては、ＣＳ（Contract Sales）派遣業務とコール

センターによるヘルプデスク業務の複合案件の増加により、売上が大幅に増加しました。

その結果、ＣＳＯ事業における売上高は、前年同期と比較して793百万円増の8,303百万円（10.6％増）となり、営

業利益は、前年同期と比較して59百万円増の486百万円（14.1％増）と増収・増益となりました。

　

④ Global Research 事業

Global Research 事業は、ＥＰＳインターナショナル㈱とその海外グループ会社で構成されています。

実施中のプロジェクトが堅調に進捗、また新規取引先からの大型案件受注も貢献し、売上高は前年同期と比較して

756百万円増の4,816百万円（18.6％増）となりました。一方、利益面においては、アジアにおける大型案件の終了、

体制強化のための採用活動と人件費増、及び国内グループ会社への外注比率拡大等により費用が増加し、営業損益は

536百万円の損失（前年同期は183百万円の利益計上）を計上しました。

　

⑤ 益新事業

益新事業は、ＥＰＳ益新㈱と益新（中国）有限公司の２つの統括会社及びその海外グループ会社で構成されていま

す。

同事業は、㈱スズケンとの緊密な資本業務提携のもと、医薬品関連業務、医療機器関連業務、投資関連業務、国際

貿易関連業務及び周辺サポート関連業務の５つの業務を展開し、「日中をつなぐヘルスケア産業の専門商社」として

一層の収益拡大を図っております。

当期は主に、益新（中国）有限公司による中国製薬メーカー（上海華新生物高技術有限公司）の買収による事業基

盤強化が、事業発展及び収益拡大に寄与しました。

その結果、業績面では、売上高は前年同期比2,241百万円増の6,199百万円（56.6%増）となり、営業損益は251百万

円の利益（前年同期は31百万円の損失計上）を計上しました。また、投資関連業務では、保有する株式の一部を売却

したことにより、投資利益を実現しました。

（２）当期の財政状態の概況

資産、負債、純資産の状況

当連結会計年度における前連結会計年度末からの財政状態の変動は、以下の通りとなりました。

当連結会計年度における流動資産は、現金及び預金が6,745百万円、受取手形及び売掛金が1,047百万円増加したこ

となどにより、7,689百万円増加して44,023百万円となりました。固定資産では、有形固定資産が1,258百万円、のれ

んが503百万円、投資有価証券が2,369百万円増加したことなどにより、4,125百万円増加して20,322百万円となりまし

た。その結果、当連結会計年度末における総資産は、64,345百万円と前連結会計年度と比較して11,815百万円増加い

たしました。

負債の部においては、未払法人税等が374百万円、賞与引当金が324百万円、その他の流動負債が1,482百万円増加し

た一方で、支払手形及び買掛金が284百万円、短期及び長期の借入金が1,084百万円それぞれ減少したことなどにより、

当連結会計年度末における負債合計は19,483百万円と前連結会計年度と比較して1,317百万円増加いたしました。

純資産の部では、資本剰余金が1,344百万円、利益剰余金が4,038百万円、非支配株主持分が2,480百万円増加すると

ともに、自己株式が1,783百万円減少したことなどにより、当連結会計年度末における純資産の部は44,862百万円と前

連結会計年度と比較して10,497百万円増加いたしました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」と言う。）は、営業活動によるキャッシュ・フロー収入

が7,835百万円、投資活動によるキャッシュ・フロー支出が3,726百万円、財務活動によるキャッシュ・フロー収入が

2,005百万円となり、現金及び現金同等物に係る換算差額375百万円を調整して、23,097百万円（前連結会計年度比

6,490百万円増加）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は7,835百万円となり、前連結会計年度より2,648百万円増加いたしました。

この収入の増加は主に、税金等調整前当期純利益が8,034百万円（前連結会計年度比1,276百万円増加）、のれん償

却額が1,098百万円（前連結会計年度比379百万円増加）、たな卸資産の減少が639百万円（前連結会計年度比1,017百

万円増加）、その他流動負債の増加が786百万円（前連結会計年度比201百万円増加）、法人税等の支払額が3,114百万

円（前連結会計年度比797百万円減少）あった一方で、賞与引当金の増加が310百万円（前連結会計年度比436百万円減

少）、売上債権の増加が534百万円（前連結会計年度比369百万円増加）、仕入債務の減少が464百万円（前連結会計年

度比1,159百万円減少）、関係会社売却益を300百万円計上したことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果流出した資金は3,726百万円と、前連結会計年度より2,410百万円増加いたしました。この支出の増

加は主に、投資有価証券の取得による支出が1,997百万円（前連結会計年度比1,986百万円増加）、有形及び無形固定

資産の取得による支出が810百万円（前連結会計年度比240百万円増加）、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得

による支出が899百万円あった一方で、投資有価証券の償還及び売却による収入が900百万円（前連結会計年度比585百

万円増加）あったことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は2,005百万円となり、前連結会計年度より4,521百万円増加いたしました。

この収入の増加は、自己株式の取得による支出が104百万円（前連結会計年度比906百万円減少）、自己株式の売却に

よる収入が2,139百万円（前連結会計年度比2,012百万円増加）、株式の発行による収入が2,700百万円あった一方で、

長期借入れによる収入が49百万円（前連結会計年度比250百万円減少）、配当金の支払額が1,131百万円（前連結会計

年度比303百万円増加）、連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出が442百万円あったことなどによ

るものであります。
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（４）今後の見通し

当社グループは当期において、連結売上高、連結営業利益、連結経常利益につき、対計画で超過達成しました。次

期は、各セグメントの自立的な活動を促進しつつ、ホールディングス体制の更なる充実を図り、縦、横双方向のグル

ープマネジメント力を強化します。

施策面では、前期に策定した中期経営計画の実現に向けて、新たな付加価値の創出、更なるＭ＆Ａの模索などによ

り、事業拡大及びこれに必要な先行投資を積極的に進めていきます。

　

各事業セグメントについては次の通りです。

　

①ＣＲＯ事業

ＣＲＯ事業は、他の事業セグメントと更なる連携強化を図ることでグループ全体の成長を目指すとともに、顧客と

の信頼関係強化、原価管理の徹底による利益の最大化に取り組んでいきます。また、専門性を高め、顧客等との新た

なビジネスモデルを立ち上げることで揺るぎない体制の構築に努めていきます。更に、既存業務あるいは新規事業化

を目指したＭ＆Ａ、提携も視野に入れていきます。

治験業務においては、臨床開発全体のマネジメントを強化し、社内管理を一元化することで、品質の確保と生産性

の向上を図っていきます。また、新サービスの拡大にも積極的に取り組んでいきます。

ＰＭＳ業務等においては、組織体制をさらに強化し、独立採算の意識を徹底することで、安定的な利益確保を図っ

ていきます。また、サービス範囲の拡大により積極的な受注活動を行い規模の拡大を目指します。

費用面においては、増加する引合いに対応するため、前事業年度から引き続き、専門人材（ＣＲＡ：Clinical

Research Associate）等の確保や、顧客業務の一括対応のための人員・オフィスの拡充など、中期的な成長のための

先行投資的な支出を積極的に行う一方、管理部門組織の見直しにより機能強化と効率化を図ってまいります。

②ＳＭＯ事業

ＳＭＯ事業は、統合シナジーの発揮、新規事業創出活動の積極化により、一層の発展に努めます。 また、顧客満足

度向上のための品質管理・プロジェクト管理の推進、がん領域の施設拡大とがん領域経験ＣＲＣ（Clinical Research

Coordinator:治験コーディネーター）の育成、提案型営業の全面的展開、人員の適正な再配置等の施策を積極的に行

うことにより、業績の向上に努めます。

なお、 平成29年10月２日付にて、㈱ＥＰ綜合は㈱エクサムの全株式を取得しています。

㈱エクサムは、㈱ＥＰ綜合と同業のＳＭＯとして、北海道、関東、近畿、九州を中心に事業展開し、皮膚科領域に豊

富な臨床試験支援実績を有しています。今回のグループ化により、臨床試験に対する多様なサポート体制の更なる強

化が可能となり業務拡大に繋がるものと期待しています。

③ＣＳＯ事業

ＣＳＯ事業は、医薬向けＣＭＲ部門において内部体制を強化、顧客ニーズに合致した人材力の向上を図り、競合他

社との差別化を進めます。医薬向けコールセンター部門においては、主力のＤＩ業務の一層の強化を図るとともに、

学術資材作成、コンプライアンスレビュー業務等、周辺業務の更なる拡大に取り組みます。ＰＭＳ部門、医療機器部

門においては、既存業務の拡大、新たなＢＰＯ業務の開発に重点を置き、売上、利益の拡大を図ります。

④Global Research事業

Global Research事業は、10カ国以上をカバーするアジア・パシフィック地域におけるＣＲＯのリーディングカンパ

ニーを目指し、確固たる基盤作りを進めていきます。まずは、日本国内及び海外顧客の高い要求に応え得る優れた商

品（サービス）の提供を第一義に、日本を中心とした業務基盤の再強化と慎重な営業推進により、利益面での改善を

目指します。

⑤益新事業

益新事業は、「日中をつなぐヘルスケア産業の専門商社」として、更なる基盤の強化と収益の拡大を図ります。

体制面では、医薬品関連業務と医療機器関連業務を併せて、プロダクツ関連業務として更なる発展を図ります。また、

グループの中国におけるＣＲＯ事業等を、専門サービス関連業務として益新事業に集約し、成長軌道への新たな基盤

を固めます。これにより、益新事業は、プロダクツ関連業務、専門サービス関連業務、国際貿易関連業務、投資関連

業務及び周辺サポート関連業務の５つの業務による新たな体制で更なる発展を目指します。
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業績の計画

次期の業績については、次の通り計画しています。

平成30年９月期の連結業績予想 金額（百万円） 当連結会計年度比増減率（％）

　 売上高 66,000 9.1

営業利益 6,850 △9.8

　 経常利益 7,000 △10.4

　 親会社株主に帰属する当期純利益 4,200 △9.9

（セグメント毎の見通し）

セグメント毎の売上高の見通しには、セグメント間の内部取引を含めて記載しております。

売上高（百万円） 当連結会計年度比増減率（％）

　 ＣＲＯ事業 31,300 4.3

ＳＭＯ事業 15,250 8.8

　 ＣＳＯ事業 8,400 1.2

　 Global Research事業 4,100 △14.9

　 益新事業 10,700 72.6

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準で連結財務諸表を作

成しております。

なお、国際会計基準（IFRS）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、今後適切に対応していく方針で

す。
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３．連結財務諸表及び主な注記
（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当連結会計年度
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,027 22,773

受取手形及び売掛金 12,071 13,119

有価証券 599 662

商品 1,120 1,052

仕掛品 2,131 1,756

繰延税金資産 1,272 1,706

その他 3,157 3,004

貸倒引当金 △47 △52

流動資産合計 36,333 44,023

固定資産

有形固定資産

建物 3,029 4,387

減価償却累計額 △877 △1,504

建物（純額） 2,151 2,883

器具及び備品 1,370 1,737

減価償却累計額 △832 △997

器具及び備品（純額） 537 739

その他 378 954

減価償却累計額 △181 △432

その他（純額） 197 522

有形固定資産合計 2,886 4,145

無形固定資産

のれん 6,603 7,107

その他 658 726

無形固定資産合計 7,261 7,834

投資その他の資産

投資有価証券 1,670 4,039

長期貸付金 889 887

敷金及び保証金 1,669 1,704

繰延税金資産 566 542

退職給付に係る資産 37 42

その他 2,119 2,024

貸倒引当金 △905 △898

投資その他の資産合計 6,047 8,342

固定資産合計 16,196 20,322

資産合計 52,530 64,345
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当連結会計年度
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,404 1,120

短期借入金 265 65

1年内返済予定の長期借入金 774 774

未払法人税等 1,531 1,905

賞与引当金 2,515 2,840

受注損失引当金 21 215

その他 6,883 8,365

流動負債合計 13,395 15,287

固定負債

長期借入金 2,544 1,660

役員退職慰労引当金 263 320

退職給付に係る負債 1,247 1,245

資産除去債務 460 497

その他 254 472

固定負債合計 4,770 4,195

負債合計 18,165 19,483

純資産の部

株主資本

資本金 3,888 3,888

資本剰余金 12,107 13,451

利益剰余金 19,398 23,437

自己株式 △2,014 △230

株主資本合計 33,379 40,545

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △56 372

為替換算調整勘定 730 1,007

退職給付に係る調整累計額 △252 △107

その他の包括利益累計額合計 422 1,272

非支配株主持分 563 3,043

純資産合計 34,364 44,862

負債純資産合計 52,530 64,345
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
（連結損益計算書）

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年10月１日
　至 平成28年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 52,703 60,482

売上原価 37,175 41,406

売上総利益 15,527 19,075

販売費及び一般管理費

役員報酬 727 765

給料及び賞与 3,458 4,102

賞与引当金繰入額 363 437

役員退職慰労引当金繰入額 65 64

退職給付費用 103 126

賃借料 680 716

支払手数料 528 508

その他 3,376 4,760

販売費及び一般管理費合計 9,303 11,484

営業利益 6,224 7,591

営業外収益

受取利息 39 66

保険解約益 79 49

受取手数料 10 10

消費税等差益 351 -

受取配当金 18 31

為替差益 - 124

その他 108 50

営業外収益合計 608 334

営業外費用

支払利息 33 40

貸倒引当金繰入額 95 -

持分法による投資損失 67 26

その他 47 48

営業外費用合計 243 115

経常利益 6,589 7,809

特別利益

投資有価証券売却益 196 10

出資金売却益 70 -

関係会社株式売却益 - 300

段階取得に係る差益 48 -

特別利益合計 315 311

特別損失

持分変動損失 95 86

投資有価証券評価損 37 -

その他 13 -

特別損失合計 146 86

税金等調整前当期純利益 6,758 8,034

法人税、住民税及び事業税 2,962 3,423

法人税等調整額 △243 △366

法人税等合計 2,719 3,057

当期純利益 4,038 4,977

非支配株主に帰属する当期純利益 72 313

親会社株主に帰属する当期純利益 3,966 4,663

決算短信（宝印刷） 2017年11月07日 12時55分 10ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



ＥＰＳホールディングス㈱(4282) 平成29年９月期 決算短信

― 11 ―

（連結包括利益計算書）

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年10月１日
　至 平成28年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年９月30日)

当期純利益 4,038 4,977

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △121 429

為替換算調整勘定 △1,185 651

退職給付に係る調整額 △259 145

持分法適用会社に対する持分相当額 △136 △6

その他の包括利益合計 △1,703 1,218

包括利益 2,335 6,196

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,324 5,514

非支配株主に係る包括利益 10 681
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成27年10月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,875 3,593 16,260 △572 21,155

当期変動額

株式交換による増加 2,012 8,521 10,534

連結子会社の増資に

よる持分の増減
△8 △8

剰余金の配当 △827 △827

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,966 3,966

自己株式の取得 △1,545 △1,545

自己株式の処分 0 103 103

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 2,012 8,513 3,138 △1,441 12,223

当期末残高 3,888 12,107 19,398 △2,014 33,379

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 65 1,990 7 2,063 370 23,590

当期変動額

株式交換による増加 10,534

連結子会社の増資に

よる持分の増減
△8

剰余金の配当 △827

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,966

自己株式の取得 △1,545

自己株式の処分 103

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△121 △1,259 △259 △1,641 192 △1,449

当期変動額合計 △121 △1,259 △259 △1,641 192 10,774

当期末残高 △56 730 △252 422 563 34,364
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当連結会計年度(自 平成28年10月１日 至 平成29年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,888 12,107 19,398 △2,014 33,379

当期変動額

連結子会社に対する

持分変動に伴う資本

剰余金の増減

1,135 1,135

持分法の適用範囲の

変動
507 507

剰余金の配当 △1,132 △1,132

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,663 4,663

自己株式の取得 △104 △104

自己株式の処分 208 1,888 2,097

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - 1,344 4,038 1,783 7,166

当期末残高 3,888 13,451 23,437 △230 40,545

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 △56 730 △252 422 563 34,364

当期変動額

連結子会社に対する

持分変動に伴う資本

剰余金の増減

1,135

持分法の適用範囲の

変動
507

剰余金の配当 △1,132

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,663

自己株式の取得 △104

自己株式の処分 2,097

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

429 276 145 850 2,480 3,331

当期変動額合計 429 276 145 850 2,480 10,497

当期末残高 372 1,007 △107 1,272 3,043 44,862
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年10月１日
　至 平成28年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 6,758 8,034

減価償却費 587 762

のれん償却額 719 1,098

持分法による投資損益（△は益） 67 26

賞与引当金の増減額（△は減少） 747 310

関係会社株式売却損益（△は益） － △300

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 120 209

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 33 57

受取利息及び受取配当金 △57 △97

支払利息 33 40

投資有価証券売却損益（△は益） △196 △10

投資有価証券評価損益（△は益） 37 －

出資金売却益 △70 －

段階取得に係る差益 △48 －

持分変動損益（△は益） 95 86

売上債権の増減額（△は増加） △165 △534

たな卸資産の増減額（△は増加） △378 639

仕入債務の増減額（△は減少） 694 △464

その他の流動負債の増減額（△は減少） 585 786

その他 △488 254

小計 9,075 10,899

利息及び配当金の受取額 57 95

利息の支払額 △34 △44

法人税等の支払額 △3,911 △3,114

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,186 7,835

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △8 △327

定期預金の払戻による収入 35 20

有形固定資産の取得による支出 △443 △629

無形固定資産の取得による支出 △125 △180

投資有価証券の取得による支出 △11 △1,997

投資有価証券の償還による収入 － 300

投資有価証券の売却による収入 314 600

敷金及び保証金の差入による支出 △108 △148

敷金及び保証金の回収による収入 78 115

保険積立金の積立による支出 △144 △151

出資金の払込による支出 △375 △423

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △899

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 13

その他 △526 △17

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,315 △3,726
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年10月１日
　至 平成28年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 6,697 3,060

短期借入金の返済による支出 △7,050 △3,260

長期借入れによる収入 300 49

長期借入金の返済による支出 △867 △949

自己株式の取得による支出 △1,011 △104

自己株式の売却による収入 126 2,139

株式の発行による収入 － 2,700

非支配株主からの払込みによる収入 － 46

配当金の支払額 △827 △1,131

非支配株主への配当金の支払額 △5 △41

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

－ △442

その他 122 △61

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,515 2,005

現金及び現金同等物に係る換算差額 △553 375

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 801 6,490

現金及び現金同等物の期首残高 14,692 16,607

株式交換による現金及び現金同等物の増加額 1,113 －

現金及び現金同等物の期末残高 16,607 23,097
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　（1）報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

当社グループは、国内外の製薬会社を主として医薬品開発に関係した業界に属し、医薬品開発の各段階やそれに

付随して提供している様々なサービスや、中国における医療、医薬、ＢＰＯ等に関連したサービスを提供し、「Ｃ

ＲＯ事業」、「ＳＭＯ事業」、「ＣＳＯ事業」、「Global Research 事業」及び「益新事業」の５つのセグメント

を報告セグメントとしています。

　（2）各報告セグメントに属するサービスの種類

「ＣＲＯ事業」は、国内での臨床試験（製造販売後調査及び試験を含む）実施にあたって、製薬会社等との委受

託契約による臨床試験の運営と管理に関する種々の専門的なサービスを主に提供しています。

「ＳＭＯ事業」は、臨床試験を実施する医療機関と契約を締結することにより、医療機関に対してＣＲＣ（医療

機関において臨床試験の実施をサポートする者）派遣、臨床試験事務局等を中心とする専門的なサービスを主に提

供しています。

「ＣＳＯ事業」は、製薬会社から医薬品の販売に関するサービスを受託して、ＭＲ（主に医薬品の適正な使用と

普及を目的として、医薬関係者に医薬品の品質・有効性・安全性等に関する情報の提供や、副作用情報等の収集・

伝達を業務として行う者）業務の受託や派遣等のほか、医薬品に関する情報提供支援業務等を主に行っています。

「Global Research 事業」は、製薬会社のグローバル開発に対応し、アジア及び欧米各国での臨床試験（製造販

売後調査及び試験を含む）を実施するにあたって、種々なサービスを提供しています。

「益新事業」は、主として医薬品の研究・開発・製造・販売、医療機器の製造販売等のヘルスケア分野で中国に

おける多様な顧客ニーズに対応して、最適なビジネスソリューションを主に提供しています。

　（3）報告セグメントの変更等に関する事項

これまで報告セグメントの「その他」に含まれていたＣＰＯ事業について、当該事業における業態が医薬・医療

に関わるＢＰＯ（Business Processing Outsourcing）業務から、臨床研究に係る運営と管理に関する種々なサー

ビスを提供する業務に変化しており、ＣＲＯ事業と同様な業務が主体となっていることから、当連結会計年度より

ＣＲＯ事業に含めて開示する方法に変更しております。

なお、前連結会計年度のセグメント情報は、当該変更後の報告セグメントの区分に基づき作成しております。
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２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と同一です。

報告セグメントの利益は、営業利益をベースとした数値です。

セグメント間の売上高は、一般的に妥当な取引価額に基づいています。

　

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度 (自 平成27年10月１日 至 平成28年９月30日)

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額(注1)
連結

財務諸表
計上額ＣＲＯ事業 ＳＭＯ事業 ＣＳＯ事業

Global
Research
事業

益新事業 その他 計

売上高

　外部顧客への売上高 26,157 10,874 7,480 4,006 3,939 244 52,703 ― 52,703

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,289 87 29 53 17 1,108 3,585 (3,585) ―

計 28,447 10,961 7,509 4,060 3,957 1,353 56,289 (3,585) 52,703

セグメント利益 5,979 610 426 183 (31) 9 7,177 (953) 6,224

セグメント資産 23,226 17,244 3,248 2,906 8,463 609 55,700 (3,169) 52,530

その他の項目

　減価償却費 245 136 113 13 44 9 563 24 587

　のれんの償却額 125 487 12 4 116 ― 746 (27) 719

持分法適用会社への
投資額

― ― ― ― 557 ― 557 ― 557

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

299 6,624 55 34 75 36 7,126 (25) 7,101

(注) １ セグメント利益の調整額(953)百万円には、セグメント間取引消去等の 86百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用 (1,040)百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社（持株会社）に係

る費用です。

　 ２ セグメント資産の調整額(3,169)百万円には、セグメント間取引消去等の(5,516)百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社資産 2,346百万円が含まれております。全社資産の主なものは、当社（持株会社）

に係る資産です。
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当連結会計年度 (自 平成28年10月１日 至 平成29年９月30日)

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額(注1)
連結

財務諸表
計上額ＣＲＯ事業 ＳＭＯ事業 ＣＳＯ事業

Global
Research
事業

益新事業 その他 計

売上高

　外部顧客への売上高 27,053 13,898 8,251 4,800 6,183 294 60,482 ― 60,482

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,950 118 52 15 15 1,389 4,542 (4,542) ―

計 30,004 14,016 8,303 4,816 6,199 1,683 65,024 (4,542) 60,482

セグメント利益 6,653 1,698 486 (536) 251 67 8,621 (1,029) 7,591

セグメント資産 25,765 18,235 3,481 2,404 11,347 1,040 62,274 2,071 64,345

その他の項目

　減価償却費 292 119 116 17 155 20 722 40 762

　のれんの償却額 123 656 11 ― 334 ― 1,125 (27) 1,098

持分法適用会社への
投資額

― ― ― ― 34 ― 34 ― 34

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

334 65 70 5 1,586 91 2,154 7 2,161

(注) １ セグメント利益の調整額(1,029)百万円には、セグメント間取引消去等の 30百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用 (1,060)百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社（持株会社）に

係る費用です。

　 ２ セグメント資産の調整額 2,071百万円には、セグメント間取引消去等の(3,474)百万円、各報告セグメント

に配分していない全社資産 5,546百万円が含まれております。全社資産の主なものは、当社（持株会社）に

係る資産です。

３ 当連結会計年度より「国内ＣＲＯ事業」、「国内ＳＭＯ事業」、「国内ＣＳＯ事業」はそれぞれ、「ＣＲ

Ｏ事業」、「ＳＭＯ事業」、「ＣＳＯ事業」と名称を変更いたしました。また、前連結会計年度のセグメン

ト情報は、変更後の報告セグメントの名称で表示しております。
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(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり純資産額 757円73銭 906円64銭

１株当たり当期純利益金額 92円31銭 101円17銭

(注) １ 前連結会計年度及び当連結会計年度における潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株

式が存在しないため、記載しておりません。

２ 株主資本において自己株式として計上されている持株会信託に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利

益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており、また、１株当たり純資産

額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めております。

１株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前連結会計年度178,500

株、当連結会計年度85,500株であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数

は、前連結会計年度136,600株、当連結会計年度47,600株であります。

３ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りです。

前連結会計年度
(自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 3,966 4,663

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

3,966 4,663

普通株式の期中平均株式数(株) 42,965,500 46,099,267

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

────── ──────

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2017年11月07日 12時55分 19ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



ＥＰＳホールディングス㈱(4282) 平成29年９月期 決算短信

― 20 ―

４．その他

(１) 受注実績

区分

当連結会計年度
(自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日)

(百万円)

受注高(百万円) 前年同期比(％) 受注残高(百万円) 前年同期比(％)

ＣＲＯ事業

モニタリング業務 16,144 133.2 20,079 117.6

データマネジメント業務 11,389 103.1 18,178 108.8

ＣＲＯその他業務 2,069 67.3 1,746 47.7

ＣＲＯ事業計 29,603 112.8 40,003 106.8

ＳＭＯ事業 11,187 95.7 16,692 86.2

ＣＳＯ事業 9,756 126.5 8,400 121.8

Global Research 事業 6,871 127.4 9,124 129.4

益新事業 6,186 155.4 83 103.3

その他 295 119.5 11 110.2

合計 63,900 115.6 74,315 104.9

(注) １．金額は販売価格で記載しています。

２．上記金額には消費税等は含まれていません。

決算短信（宝印刷） 2017年11月07日 12時55分 20ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）


